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（百万円未満切捨） 
１．19 年３月期の連結業績（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 
(1)連結経営成績                                （％表示は対前期増減率） 
 売 上 高     営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円   ％

19 年３月期 
18 年３月期 

９１，５４３  6.2 
８６，１８２  4.8 

５，８８０  11.6
５，２７０  27.1

６，０７１   7.1 
５，６７１  35.8 

３，８８９  38.7
２，８０３  83.0

 

 
１株当たり 

当期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益        

自 己 資 本 

当期純利益率 

総 資 産 

経常利益率 

売 上 高 

営業利益率 

  円 銭  円 銭 ％ ％ ％

19 年３月期 
18 年３月期 

４４．４６ 
３２．０２ 

－
－

１３．９
１１．６

７．５ 
７．６ 

６．４
６．１

(参考) 持分法投資損益    19 年３月期     87 百万円   18 年３月期      26 百万円 
 
(2)連結財政状態 

 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭

19 年３月期 
18 年３月期 

８２，３３５ 
７８，５８９ 

３２，８７４
２６，４０１

３６．１ 
３３．６ 

３３９．６５
３０１．７５

(参考) 自己資本       19 年３月期   29,702 百万円   18 年３月期    26,401 百万円 
    当連結会計年度より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」を適用しております。 
 
(3)連結キャッシュ･フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円

19 年３月期 
18 年３月期 

３，２８１ 
６，３９０ 

△２，０６５
△３，７４７

△１，３６５ 
△１，７９８ 

３，５４０
３，６３６

 
 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期末 年間 

配当金総額
(年間) 

配当性向 
（連結） 

純資産 
配当率 
（連結） 

  円 銭  円 銭  円 銭 百万円 ％ ％

18 年３月期 
19 年３月期 

－ 
－ 

５．００
５．００

５．００
５．００

４３７
４３７

１５．６ 
１１．２ 

１．８
１．６

20 年３月期 
（予想） 

 
 

 
 

(参考) 平成 20 年３月期の１株当たり配当金は未定であるため、記載しておりません。 
 
 
３．20 年３月期の連結業績予想（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 
 百万円  ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円  ％ 円  銭

中 間 期 
通    期 

45,750  3.7 
91,500 △0.0 

2,650 △6.8
5,300 △9.9

2,650 △ 8.8
5,300 △12.7

1,500 △33.9 
2,800 △28.0 

17.15
32.01
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２ 

４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有 ･ 無 

連結  新規 ０社（社名       ）    除外 ２社（社名 ㈱マイクロン      ） 
                                 HARIMIC(MALAYSIA)SDN.BHD. 
 持分法 新規 １社（社名 黒崎播磨（上海） ）除外 ０社（社名             ） 
              国際貿易有限公司 
 
(注) 詳細は、８ページ「企業集団の状況」をご覧ください。 

 
(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本と
なる重要な事項の変更に記載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更  有 ･ 無 
② ①以外の変更   有 ･ 無 
(注)詳細は、18 ページ以降の「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」をご覧ください。 

 
(3) 発行済株式数（普通株式） 
①期末発行済株式数（自己株式を含む） 19 年３月期 87,919,200 株 18 年３月期 87,919,200 株 
②期末自己株式数  19 年３月期    470,438 株 18 年３月期    423,011 株 
 (注) 1 株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、33 ページ「１株当たり情報」
をご覧ください。 

 
 
(参考)個別業績の概要 
 
１.19 年３月期の個別業績(平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日) 
(1)個別経営成績                             （％表示は対前期増減率） 
 売 上 高     営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円   ％

19 年３月期 
18 年３月期 

８３，３７０  10.6 
７５，３９７  5.0 

３，３７４  14.0
２，９５９ 58.5

３，５７９  7.5 
３，３３０ 65.5 

３，６６０ 116.1
１，６９４ 89.1 

 １株当たり 

当期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益        

 円 銭 円 銭

19 年３月期 
18年３月期 

４１．８４ 
１９．３５ 

－
－ 

(2)個別財政状態 

 総 資 産      純 資 産      自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭

19 年３月期 
18年３月期 

６４，９５３ 
５８，７７１ 

２５，２１５
２２，４５１

３８．８ 
３８．２ 

２８８．３０
２５６．５７

(参考) 自己資本     19 年３月期     25,215 百万円   18 年３月期     22,451 百万円   
２．20 年３月期の個別業績予想（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率）  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円  ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円  ％  円 銭
中 間 期 
通    期 

41,000  1.5 
82,000 △1.6 

1,600 △8.2
3,200 △5.2

1,550 △13.7
3,100 △13.4

1,000 △63.4 
2,000 △45.4 

11.43
22.86

 
 
 

 

 

 

 

 

 

※ 上記の予想につきましては、現状で判断しうる一定の前提、仮定に基づいております。今後発生する

状況の変化によっては、異なる業績結果となることも予想されますのでご了解下さい。なお、上記業績予

想に関する事項は添付資料４ページをご参照下さい。 
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１．経営成績 
（１）経営成績に関する分析 
  ①当連結会計年度の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用情勢にやや厳しさが残るものの、企業収益の改 
善や民間設備投資の増加などにより、緩やかな景気の拡大傾向が続きました。 
当社グループの主要得意先であります鉄鋼業界の粗鋼生産量は、前年同期比 4.5%増の１億 

1,775万トンとなり、昭和 48年度に次ぐ過去２番目の高水準を記録するなど、自動車、造船、 
機械向けなど国内外の旺盛な鉄鋼需要により、ここ数年高位安定しております。 
当社グループの属する耐火物業界におきましては、鉄鋼業界の粗鋼生産量が高位安定してい 

るというプラス面がある反面、ここ数年は耐火物原料価格の高騰が継続するなどのマイナス面 
があり、なお予断を許さない状況であります。 
このような経済情勢のもと、当社グループは、平成 18年度を初年度とする３ヵ年間の第８ 

次中期経営計画をスタートさせました。 
本計画においては、「顧客価値の徹底追求」をすべての基本に、常にお客様に最高の品質と 

安心を迅速にお届けすることを重点的に推進します。 
当連結会計年度におきましては、まず、耐火物総合ソリューション事業について、「最強の 

生産・供給・サービス体制の確立」を目指し、ソリューション提案型営業機能の強化、新技術 
を適用した耐火物の開発、高機能商品の生産設備ラインの整備などを進めました。 
また、「複合的事業推進体制の確立」のため、セラミックス関連事業について、ファインセ 

ラミックス事業と生活空間セラミックス事業（景観材事業、建材事業）とに再編し、製造・販 
売・開発の再構築を行い、業務の効率化を図りました。 
さらに、「強固なグループ経営の実現」のため、当社グループにおける内部統制システムの 

構築・整備およびその改善・改良を進め、信頼される黒崎播磨グループの構築に向けた取り組 
みを推進いたしました。 
以上により、当連結会計年度の売上高は、前連結会計年度に比べ 6.2%増収の 915億 43百 

万円、営業利益は、前連結会計年度に比べ 11.6%増益の 58億 80百万円となりました。 
 
セグメント別の損益状況は次のとおりであります。 

 
  ［耐火物事業］ 

売上高は、顧客操業度の高位安定により売上が拡大し、前連結会計年度に比べ 7.5%増収 
   の 657億 39百万円となりました。 

営業利益も、売上高の拡大に加え、昨年度の原料価格の値上がり相当分を製品価格に転嫁 
することができたことなどにより、前連結会計年度に比べ 18.8%増益の 43 億 26 百万円と
なりました。 

  ［築炉事業］ 
売上高は、鉄鋼業界の設備投資増に伴う大型建設用案件の受注増などにより、前連結会計 

年度に比べ 18.6%増収の 158億 49百万円となりました。 
    営業利益も、売上高の増などにより、前連結会計年度に比べ 55.2%増益の 17億 71百万 

円となりました。 
  ［ファインセラミックス事業］ 

当連結会計年度におきまして、一部の連結子会社について事業区分を見直し、一部事業に 
ついて耐火物事業からファインセラミックス事業へのセグメント変更を行ったものの、当社 
が発行済株式総数の 60％を保有していた株式会社マイクロンの株式を譲渡したことに伴い、 
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同社および同社の子会社が当連結会計年度より連結子会社でなくなったことにより、売上高 
は、前連結会計年度に比べ 25.0％減収の 59億 26百万円となりました。 
 また営業利益も、前連結会計年度に比べ 50.0%減益の４億 73百万円となりました。 

  ［不動産事業］ 
売上高は、前連結会計年度とほぼ同じ 10億 19百万円となりました。 
営業利益は、前連結会計年度に比べ 5.2%増益の３億２百万円となりました。 

  ［その他の事業］ 
売上高は、製鉄所向け石灰の売上増により、前連結会計年度に比べ 9.3%増収の 30億８百 

万円となりました。 
    営業利益も、売上高の増などにより、前連結会計年度に比べ 36.2%増益の 94百万円とな 

 りました。 
 
   当連結会計年度の経常利益は、売上高、営業利益の増加等に伴い、前連結会計年度に比べ 

7.1%増益の 60億 71百万円となりました。 
   また、当連結会計年度の当期純利益は、前連結会計年度に比べ 38.7%増益の 38億 89百万 
  円となりました。 
   この結果、５期連続の増収増益となりました。 
 
 ②次期の見通し 

今後の経済見通しにつきましては、企業部門の好調さが持続し、これが家計部門へ波及し国 
内民間需要に支えられた景気回復が続くものと見込まれます。 
その一方、原油価格の動向が内外経済に与える影響等に留意する必要があるなど、なお不透 

明な状況が続くものと思われます。 
当社グループを取り巻く経営環境につきましても、当社グループの主要得意先であります鉄 

鋼業界におきましては、国内外の旺盛な鉄鋼需要により粗鋼生産量は引き続き高位安定に推移 
するものと思われます。しかしながら、平成 19年度税制改正における減価償却項目に関連す 
る会計処理の変更による償却費の増加、中国の税制度変更に伴う輸出耐火物に対する増値税還 
付の廃止による調達品の価格アップ、一部原料の需要増加に起因する需給逼迫による耐火物原 
料価格アップ等の収益性悪化の要因があり、先行きはまだ予断を許さない状況にあります。 

   このような状況下、耐火物事業につきましては、ますます高級鋼志向を強める顧客に向けて 
高級鋼生産のスループットマックスに貢献する高品質、高機能の耐火物を提案、供給すべく、 
生産・供給・サービス一体で総合ソリューション力の強化に努めてまいります。 
 耐火物事業以外の各事業につきましては、業務の効率化をさらに推進し、安定的収益体質の 
定着を図ります。 

 
現時点での次期（平成 20年３月期）の業績見通しは、以下のとおりであります。 

 
   【連結】              （単位：億円） 

 中 間 期 期 末 
売 上 高 457.5 915.0
営 業 利 益 26.5 53.0
経 常 利 益 26.5 53.0
当期純利益 15.0 28.0
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   【個別】              （単位：億円） 
 中 間 期 期 末 
売 上 高 410.0 820.0
営 業 利 益 16.0 32.0
経 常 利 益 15.5 31.0
当期純利益 10.0 20.0

 
（２）財政状態に関する分析 
  ①資産、負債および純資産の状況 

（イ）資産 

流動資産は鉄鋼業界の設備投資増加に伴う大型建設用案件の売上増による売掛金およ

び棚卸資産の増加などにより、前連結会計年度末に比べ 17.2%増加し、435 億 26 百万円と

なりました。 

固定資産は㈱マイクロンおよびHARIMIC(MALAYSIA)SDN.BHD.が連結範囲から除外された

ことなどにより、前連結会計年度末に比べ 6.4%減少し、388 億９百万円となりました。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べ 4.8%増加し、823 億 35 百万円となりまし

た。 

（ロ）負債 

負債は期末が休日であったことによる買掛金の増加、㈱マイクロンおよび

HARIMIC(MALAYSIA)SDN.BHD.が連結範囲から除外されたことによる借入金の減少などによ

り、前連結会計年度末に比べ 2.1%増加し、494 億 61 百万円となりました。 

  （ハ）純資産 

     当連結会計年度末の純資産合計は 328 億 74 百万円となり、前連結会計年度末の資本合

計に少数株主持分を加えたものに比べ 27 億 34 百万円増加しました。これは当期純利益の

計上が主な理由であります。 

この結果、自己資本比率は 36.1％となりました。 

 
  ②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前 
連結会計年度末に比べ 96百万円減少し、当連結会計年度末には、35億 40百万円となりまし 
た。 
当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま 

す。 
  （イ）営業活動によるキャッシュ・フロー 
     営業活動の結果得られた資金は 32億 81百万円（前連結会計年度比 48.7％減）となり 

ました。 
     収入の主な内訳は、税金等調整前当期純利益 65億 58百万円、仕入債務の増加額 41億 

26百万円、減価償却費 30億 18百万円であり、支出の主な内訳は、売上債権の増加額 57 
億 79百万円および法人税等の支払額 21億 74百万円であります。 

  （ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー 
     投資活動の結果使用した資金は 20億 65百万円（前連結会計年度比 44.9％減）となり 

ました。これは主に有形固定資産の取得によるものであります。 
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  （ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー 
     財務活動の結果使用した資金は 13億 65百万円（前連結会計年度比 24.1％減）となり 

ました。これは主に借入金の返済によるものであります。 
 
   （参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 
キャッシュ・フロー指標のトレンドは次のとおりであります。 

 平成 15年 3月期 平成 16年 3月期 平成 17年 3月期 平成 18年 3月期 平成 19年 3月期

自己資本比率（％） ２３．９ ２８．１ ３０．５ ３３．６ ３６．１

時価ベースの自己資本比

率（％） １１．３ ２５．５ ３９．０ ７４．８ ６３．３

債務償還年数（年） ３．２ １．５ ２．５ １．９ ３．３

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍） ２０．６ ４２．１ ３１．１ ４７．０ ２６．０

（注）自己資本比率          ：自己資本／総資産 
   時価ベースの自己資本比率    ：株式時価総額／総資産 
   債務償還年数          ：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 
   インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利息の支払額 
 
 ＊各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 
 ＊株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 
 ＊有利子負債は、利子を支払っているすべての負債（短期借入金、長期借入金）を対象としております。 
 ＊営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使 
用しており、利息の支払額については、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しており 
ます。 

 
（３）利益配分に関する基本方針および当期・次期の配当 

当社は、各期の連結業績および個別業績に応じた利益配分を基本として、今後の事業展開、 
財政状況、経営環境等を勘案し、剰余金の配当を実施する方針としています。 

   利益配分は、原則として連結配当性向 20％程度、もしくは単独配当性向 30％程度を基準と 
しております。 
 ただし、当期の特別利益には、関係会社株式売却益が計上されており、この利益は第８次中 
期経営計画期間中の戦略的設備投資に充当することを考えております。 
 従いまして、当期の期末の剰余金の配当につきましては、１株あたり５円とさせていただく 
ことを予定しております。 

   また、次期の剰余金の配当につきましては、現時点では未定です。 
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（４）事業等のリスク 
   当社グループの事業、業績および財務状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影 
  響を及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがあります。 
   なお、本項において将来に関する事項が含まれておりますが、当該事項は当連結会計年度末 

（平成 19年３月 31日）現在において判断したものであります。 
  ①経済動向 
   当社グループの主たる事業である耐火物事業は、国内の鉄鋼メーカーの粗鋼生産量に大きく 

影響を受け、粗鋼の減産は当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性があります。また、当 
社グループのファインセラミックス事業は、主に半導体関連産業向けの製品を製造しており、 
同業界の設備投資の減少および半導体不況は当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性が 
あります。 
 

  ②原燃料価格の変動 
   当社グループの主力製品である耐火物は、原料を主に中国等から輸入していますが、ここ数 

年中国の急激な経済成長などにより需給バランスが崩れ、価格の高騰が続いています。 
   原料価格の高騰については、製品価格への転嫁を図るべく顧客にご理解をいただくよう努力 

しておりますが、この状況が長期化すれば当社グループの業績に悪影響を与える可能性があり 
ます。 

   原油価格の高騰については、当社グループの主力製品である耐火物の一部で焼成用燃料とし 
て重油を使用しており、製造コストの上昇、また、輸送コストの上昇や購入品である加工原料 
の価格上昇に繋がり、この状況が長期化すれば当社グループの業績に悪影響を与える可能性が 
あります。 
 

  ③為替相場の変動 
   当社グループの事業には、中国、スペインにおける製品の生産と世界各国への耐火物等の販 

売および中国他からの耐火原料、商品等の購入があります。 
   各地域における売上、費用および資産を含む現地通貨建ての項目は、連結財務諸表の作成の 

ために、円換算されています。換算時の為替レートにより、これらの項目はもとの現地通貨に 
おける価値が変わらなかったとしても円換算後の価値が当社グループの業績に影響を与える 
可能性があります。 

   当社グループの場合、現在のところ輸出額よりも輸入額の方が大きいため、概ね円高は当社 
グループの事業に好影響を及ぼし、円安は悪影響を及ぼすこととなります。 

 
  ④特定国への依存に伴うカントリーリスク 
   当社グループの事業には、中国、スペインにおける製品の生産と世界各国への耐火物等の販 

売および中国他からの耐火原料、商品等の購入がありますが、特に中国は生産拠点としての重 
要度が高く、また、耐火原料、商品等の購入についても、中国からの調達に大きく依存してお 
ります。 
さらに、販売拠点としての重要性も増してきております。 
中国政府による各種規制、政策転換が当社グループの事業に不利となる可能性もあり、この 

場合には、当社グループの業績に悪影響を与える可能性があります。 
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  ⑤災害の発生 
   当社グループは、国内および海外に生産拠点を持っており、これらの地域において大きな災 

害が発生した場合は、生産能力に影響を与え、業績に悪影響を与える可能性があります。 
 
 
２．企業集団の状況 
  当社グループ（当社、子会社１７社、関連会社１５社、平成 19 年３月 31 日現在）が営んで
いる主な事業内容と、各関係会社等の当該事業に係る位置付けおよび事業の種類別セグメントと

の関連は、次のとおりであります。 
 ［耐火物事業］ 

当社は耐火物の製造販売を行っております。 
九州耐火煉瓦(株)および黒崎炉材(株)（いずれも連結子会社）ならびに(株)ＳＮリフラテク 

チュア東海（持分法適用関連会社）は耐火物の製造を行い、当社がこれを買い上げ販売してお 
ります。 

   AMR Refractarios,S.A.（連結子会社）はスペインで耐火物を製造し、欧州市場で主に販売 
しておりますが、一部は当社を通じ日本市場で販売しております。 
無錫黒崎蘇嘉耐火材料有限公司（連結子会社）は中国で耐火物を製造し、大半は日本市場へ 

当社を通して販売しております。 
   黒崎産業(株)（連結子会社）は耐火物製造に係る諸資材、原料を当社へ販売し、黒崎機工(株) 

（連結子会社）は耐火物製造設備等の製作およびメンテナンスに携わっております。 
Krosaki USA Inc.（連結子会社） は米国において、黒崎播磨（上海）国際貿易有限公司（持 

分法適用非連結子会社）は中国において、それぞれ耐火物等の販売を行っております。 
(株)K&K（連結子会社）は耐火物製造に係る外注作業に、菊竹産業(株) （持分法適用関連 

  会社）は物流に携わっております。 
 ［築炉事業］ 

当社のファーネス事業部は、各種窯炉の設計施工および築造修理を行っており、また当社の 
エンジニアリング部門および黒崎機工(株)（連結子会社）は、炉に関する施工機器の製作販売 
を行っております。 

  ［ファインセラミックス事業］ 
 当社および九州耐火煉瓦(株) （連結子会社）は各種産業用ファインセラミックスの製造販 
売を行っております。 
な お 、 ( 株 ) マ イ ク ロ ン の 株 式 譲 渡 に 伴 い 、 ( 株 ) マ イ ク ロ ン お よ び

HARIMIC(MALAYSIA)SDN.BHD.が当連結会計年度より連結子会社でなくなったことによ
り、両社をセグメントより除外しております。 

 ［不動産事業〕 
当社は不動産事業として社有地に店舗、倉庫等を建設し賃貸を行っております。 

 ［その他の事業］ 
   当社は景観材の輸入販売および製鉄所向け石灰の製造販売ならびに建材事業として住宅用 

外壁材の製造販売を行っております。 
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  以上の事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。 

 

当　社
新　日　本　製　鐵　(株)

得
耐火物製品の供給

九  州  耐  火  煉  瓦  (株) 耐火物

黒　　崎　　炉　　材　　(株)

(株)ＳＮリフラテクチュア東海 事   業

耐火物製品の供給・販売

AMR Refractarios,S.A.

無錫黒崎蘇嘉耐火材料有限公司

耐火物製品の販売

意 Krosaki USA Inc.
築　　炉

黒崎播磨（上海）国際貿易有限公司

事　　業

ﾌｧｲﾝｾﾗ
ﾐｯｸｽ
事   業

不動産

事   業
先

その他の

事　 業

製品の流れ（販売） 非連結子会社（持分法適用会社）

その他 関連会社（持分法適用会社）

連結子会社 その他の関連当事者

原料・諸資材の供給

 黒　 崎 　産 　業　(株)

外注工事・外注作業・物流

 黒　 崎　 機　 工　(株)

 　(株)　Ｋ　＆　Ｋ

 菊 　竹 　産　 業　(株)

耐火物製品以外の販売

 
  ※国内の証券市場に株式を上場している連結子会社は、次のとおりであります。 
   大阪証券取引所第二部：九州耐火煉瓦㈱ 
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３．経営方針 
（１）会社の経営の基本方針 

当社グループは、たゆまぬ革新を通じ、セラミックス分野の価値ある商品、技術を世界に提 
供し、産業の発展を支え、社会の繁栄に貢献することを使命とし、「世界一の顧客価値の実現」 
を事業目標に掲げ、お客様に最高の品質と安心をお届けし、信頼される企業集団を目指してい 
ます。 

   また、あらゆる活動を通じ事業価値向上につとめ、株主の利益に貢献したいと考えています。 
 
（２）目標とする経営指標 
  当社グループは、平成 18年度を初年度とする３カ年間の第８次中期経営計画をスタートさ 
せており、筋肉質な資産の形成、利益体質の強化の観点から、目標とする経営指標を以下のと 
おりとしています。 

 
   連結売上高８００億円以上の継続を前提として 
    ・連 結 『 Ｒ Ｏ Ａ 』： ４．５％以上 

     ・連結『自己資本比率』：４０．０％以上 
     ・連 結 『 Ｄ ／ Ｅ 』： ０．３ 以下 
      （注）・ＲＯＡ（総資産利益率）＝「当期純利益」／「総資産」 
         ・自己資本比率＝「自己資本」／「総資本」 
         ・Ｄ／Ｅ（Debt Equity Ratio）＝「有利子負債」／「自己資本」 
 
   当期における実績は以下のとおりであり、いずれも目標に対して順調に推移しております。 
  今後も目標の高位達成に向けて、資産健全化の観点から、不要・遊休資産の積極的な処分を 
  進めるとともに、利益体質向上の観点から、競争力を高めるための戦略的投資を実行する所存 

です。 
 

目標とする経営指標 当期における実績 
連 結 『 Ｒ Ｏ Ａ 』： ４．５％以上 ４．８％ 
連結『自己資本比率』：４０．０％以上 ３６．１％ 
連 結 『 Ｄ ／ Ｅ 』： ０．３ 以下 ０．３６  

 
（３）中長期的な会社の経営戦略および会社の対処すべき課題 
  当社グループは、平成 18年度を初年度とする３カ年間の第８次中期経営計画をスタートさ 
せており、本計画においては、「顧客価値の徹底追求」をすべての基本に、常にお客様に最高 
の品質と安心を迅速にお届けすることを重点的に推進します。 
本計画の高位達成を目指すための施策として、まず、他を圧倒する技術の創出に向けて、研 

究開発部門への人材投入を拡大するとともに、ＩＴ（情報技術）を駆使したナレッジマネジメ 
ントを構築するなど、研究開発投資を積極的に推進します。また、国内においては、ますます 
高級鋼志向を強める顧客に向けて高品質の耐火物を提案、供給するべく、質のさらなる高度化 
に向けた投資を、海外においては、グローバルな顧客展開に対応するための投資を行うなど、 
戦略的な設備投資により競争力の強化に努めてまいります。 
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４．連結貸借対照表 
（単位：百万円、未満切捨） 

前連結会計年度末 
(平成 18年３月 31日) 

当連結会計年度末 
(平成 19年 3月 31日) 

           期  別 
 
科  目 

金  額 構成比 金  額 構成比 

増減 
（△は減） 

 
（資産の部） 
 
流 動 資 産 
 現 金 及 び 預 金             
 受取手形及び売掛金並びに 
 完 成 工 事 未 収 入 金 
 有 価 証 券             
 棚 卸 資 産             
 繰 延 税 金 資 産             
 そ の 他             
 貸 倒 引 当 金             
 
  流 動 資 産 合 計          

３，６５３

１９，２６９

２

１１，９４１

１，２３４

１，１２１

△  ９８

３７，１２５ 47.2

 
 
 
 

３，４８９ 
 

２４，２９３ 
７０ 

１３，４６１ 
１，３２８ 
９７３ 

△  ９０ 
 

４３，５２６ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.9 ６，４０１

 
 
固 定 資 産 
 有 形 固 定 資 産         
  建 物 及 び 構 築 物               
  機械装置、窯炉及び運搬具    
  工 具 器 具 備 品               
  土 地            
  建 設 仮 勘 定            
   有形固定資産合計 
 
 無 形 固 定 資 産         
  そ の 他            
   無形固定資産合計 
 
 投資その他の資産 
  投 資 有 価 証 券            
  長 期 貸 付 金            
  繰 延 税 金 資 産            
  そ の 他            
  貸 倒 引 当 金            
   投資その他の資産合計 
 
  固 定 資 産 合 計 

１２，３４２

９，７５１

７５１

７，３７０

１，２１５

３１，４３０

４６０

４６０

８，２６４

７３

１３１

１，７６１

△  ６５７

９，５７３

４１，４６４ 52.8

 
 
 
 

１１，２９２ 
８，８８０ 
７９９ 

７，３３４ 
８５５ 

２９，１６２ 
 
 

５５６ 
５５６ 

 
 

７，３３９ 
６２ 
７４ 

１，８７７ 
△  ２６２ 
９，０９０ 

 
３８，８０９ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.1 △２，６５５

 
 
 資 産 合 計           ７８，５８９ 100.0

 
 

８２，３３５ 

 
 

100.0 ３，７４６
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（単位：百万円、未満切捨） 
前連結会計年度末 
(平成 18年３月 31日) 

当連結会計年度末 
(平成 19年３月 31日) 

           期  別 
 
科  目 

金  額 構成比 金  額 構成比 

増減 
（△は減） 

 
 

 
（負債の部） 
流 動 負 債 
 支 払 手 形 及 び 買 掛 金             
 並 び に 工 事 未 払 金             
 短 期 借 入 金             
 一年以内返済予定の長期借入金 
 未 払 費 用             

 未 払 法 人 税 等 
 未 払 事 業 所 税 
 未 払 消 費 税 等 
 引 当 金             
   賞 与 引 当 金 
 設 備 関 係 支 払 手 形    
 そ の 他             
 
  流 動 負 債 合 計 

１６，３７５

 6，４１３
６１８

２，１２６

１，４５１

１２１

１９４

１，８２０

５２

２，２８６

３１，４６１

％

40.0

 
 
 
 

１９，５５８ 
５，８００ 
４６９ 

２，５６８ 
１，２５６ 
１２１ 
１１０ 

 
１，９０７ 

１７ 
２，４０９ 

 
３４，２１８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.6 ２，７５７

 
固 定 負 債 
 長 期 借 入 金             
 繰 延 税 金 負 債             
 引 当 金             
  退 職 給 付 引 当 金            
  役 員 退 職 金 引 当 金            
  特 別 修 繕 引 当 金            
  鉱 害 補 償 引 当 金            
  製 品 保 証 引 当 金 
 預 り 敷 金 ・ 保 証 金             
 連 結 調 整 勘 定             
 負 の の れ ん             
 
  固 定 負 債 合 計 

４，９３８

２，２７１

１，７６４

２３９

４１

３０

３２

６，８５３

８１５

－

１６，９８７ 21.6

 
 

４，４６７ 
２，１４８ 

 
１，３３６ 
２９４ 
－ 
３０ 
４０ 

６，２３６ 
－ 

６８９ 
 

１５，２４３ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.5 △１，７４３

 
  負  債  合  計 ４８，４４８ 61.6

 
４９，４６１ 

 
60.1 １，０１３

 
 （少 数 株 主 持 分） 
  少 数 株 主 持 分 ３，７３９ 4.8

 
 

－ 

 
 

－ －

（資本の部） 
 
 資 本 金             
 資 本 剰 余 金               
 利 益 剰 余 金               
 その他有価証券評価差額金 
 為 替 換 算 調 整 勘 定             
 自 己 株 式              
  資  本  合  計 

５，５３７

３，５２１

１４，０７３

３，３４３

  ２２

△  ９７

２６，４０１

7.0

4.5

17.9

4.3

 0.0

△ 0.1

33.6

 
 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

 
 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

－

－

－

－

－

－

－

 
 負 債 、 少 数 株 主 持 分             
 及 び 資 本 合 計             ７８，５８９ 100.0

 
 

－ 

 
 

－ －
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（単位：百万円、未満切捨） 

前連結会計年度末 
(平成 18年 3月 31日) 

当連結会計年度末 
(平成 19年 3月 31日) 

           期  別 
 
科  目 

金  額 構成比 金  額 構成比 

増減 
（△は減） 

（純資産の部） 
株 主 資 本 
 資 本 金             
 資 本 剰 余 金               
 利 益 剰 余 金               
 自  己  株  式 

－

－

－

－

％

－

－

－

－

 
 

５，５３７ 
３，５２１ 
１７，６１５ 
△  １１９ 

％ 
 

6.7 
4.3 

21.4 
△0.1 

－

－

－

－

 株 主 資 本 合 計 － － ２６，５５５ 32.3 －

評価・換算差額等 
 その他有価証券評価差額金 
 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 
 為 替 換 算 調 整 勘 定             

－

－

－

－

－

－

 
２，８８３ 

１２ 
２５０ 

 
3.5 
0.0 
0.3 

－

－

－

 評価・換算差額等合計 － － ３，１４６ 3.8 －

少数株主持分 － － ３，１７１ 3.8 －

純 資 産 合 計 － － ３２，８７４ 39.9 －

負 債 ・ 純 資 産 合 計 － － ８２，３３５ 100.0 －
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５．連結損益計算書 
（単位：百万円、未満切捨） 

前連結会計年度 
(自 平成 17年４月 １日 
至 平成 18年 3月 31日) 

当連結会計年度 
 (自 平成 18年４月 １日 

   至 平成 19年 3月 31日) 

         期  別 
 
 
科  目 金  額 百分比 金  額 百分比 

増減 
（△は減） 

 

 
売  上  高           
売 上 原 価           

 売 上 総 利 益 

８６，１８２

６８，１９９

１７，９８２

％

100.0
79.1
20.9

 
９１，５４３ 
７３，１５５ 
１８，３８８ 

 
100.0 
79.9 
20.1 

５，３６０

４，９５５

４０５

 
販売費及び一般管理費 １２，７１２ 14.8

 
１２，５０８ 

 
13.7 △ ２０３

営 業 利 益 ５，２７０ 6.1 ５，８８０ 6.4 ６０９

営 業 外 収 益 
受 取 利 息          

  受 取 配 当 金          
  持分法による投資利益 
  連結調整勘定償却           
  負ののれん償却額           
  そ の 他          
 

８７８

１０

７７
２６

１２５

―

６３６

1.0 ８６７ 
６ 
９０ 
８７ 
－ 

１２５ 
５５７ 

 

0.9 △ １０

営 業 外 費 用 
支 払 利 息          
そ の 他          

 

４７７

１４３

３３３

0.5 ６７６ 
１２８ 
５４８ 

0.7 １９９

経 常 利 益 ５，６７１ 6.6 ６，０７１ 6.6 ３９９

特 別 利 益 
投資有価証券売却益 
固 定 資 産 売 却 益 
関係会社株式売却益 
そ の 他 

２０６

５

－

－

２０１

0.2 １，４３８ 
２２ 

１８５ 
８２４ 
４０６ 

1.6 １，２３１

特 別 損 失 
固定資産除却損・売却損 
減 損 損 失 
ゴ ル フ 会 員 権 評 価 損 
そ の 他 

９５０

８２７

１３

６６

４３

1.1 ９５１ 
７４２ 
３１ 
１ 

１７６ 

1.0 ０

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 ４，９２８ 5.7 ６，５５８ 7.2 １，６２９
 法人税、住民税及び事業税 
 法 人 税 等 調 整 額             

１，９０５

△ ２７２ 1.9
２，１０６ 
２３４ 

 
2.6 

７０７

 少 数 株 主 利 益 ４９２ 0.5 ３２８ 0.4 △ １６３

   当 期 純 利 益  ２，８０３ 3.3 ３，８８９ 4.2 １，０８６
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６．連結株主資本等変動計算書及び連結剰余金計算書 
   当連結会計年度（自 平成 18年４月１日 至 平成 19年 3月 31日） 

（単位：百万円、未満切捨） 
【連結株主資本等変動計算書】 

株  主  資  本 
 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成 18 年３月 31 日残高 5,537 3,521 14,073 △ 97 23,035

連結会計年度中の変動額   

 剰余金の配当 △ 437  △ 437

 当期純利益 3,889  3,889

 自己株式の取得  △ 22 △ 22

 持分法適用範囲の変更に伴う増加高 35  35

 
連結子会社の非連結子会社の合併に

よる変動額 
54  54

 株主資本以外の項目の当連結  

 会計年度中の変動額（純額） 

 

  
－

連結会計年度中の変動額合計 － － 3,542 △ 22 3,520

平成 19 年３月 31 日残高 5,537 3,521 17,615 △119 26,555

 
評価・換算差額等  

その他 
有価証券 
評価差額金 

繰延ﾍｯｼﾞ

損益 
為替換算

調整勘定

評価・換算 
差額等合計 

少数株 
主持分 

純資産 
合計 

平成 18年３月 31日残高 3,343 － 22 3,366 3,739 30,141

連結会計年度中の変動額 
  剰余金の配当 

 

－ 

 

 △437

  当期純利益 －  3,889

  自己株式取得 －  △22

  持分法適用範囲の変更に伴う増加高 －  35

  連結子会社の非連結子会社の合併に

よる変動額 －  54

  株主資本以外の項目の当連結 
  会計年度中の変動額(純額) △459 12 227

 

△219 

 

△567 △786

連結会計年度中の変動額合計 △459 12 227 △219 △567 2,733

平成 19年３月 31日残高 2,883 12 250 3,146 3,171 32,874

 
【連結剰余金計算書】 
 前連結会計年度 

（自 平成 17年 4月 1日 
至 平成 18年 3月 31日）

区分 金額 
 
（資本剰余金の部） 
Ⅰ 資本剰余金期首残高 
Ⅱ 資本剰余金増加高 
Ⅲ 資本剰余金減少高 
Ⅳ 資本剰余金期末残高 

３，５２１

－

－
３，５２１

 
（利益剰余金の部） 
Ⅰ 利益剰余金期首残高 
Ⅱ 利益剰余金増加高 

１ 当期純利益 
 
Ⅲ 利益剰余金減少高 
  １ 配当金 
  ２ 役員賞与 
 
Ⅳ 利益剰余金期末残高 

１１，５３４

２，８０３

２，８０３

２６４

２６２

１

１４，０７３
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７．連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円、未満切捨） 

前連結会計年度 
(自 平成 17年 4月 1日
至 平成 18年 3月 31日)
 

当連結会計年度 
(自 平成 18年 4月 1日 
至 平成 19年 3月 31日) 
 

増減 
（△は減） 

 

         期  別 
 
 
科  目 

金額 金額  
Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー    
   税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 ４，９２８ ６，５５８ １，６２９

   減 価 償 却 費                 ３，１９４ ３，０１８ △  １７６

   長 期 前 払 費 用 の 償 却 ２９ ３３ ４

   減 損 損 失 １３ ３１ １７

   負 の の れ ん 償 却 額                 － △  １２５ △  １２５

   の れ ん 償 却 額 － １３８ １３８

   連 結 調 整 勘 定 償 却 額                 △  １２５ － １２５

   為 替 差 益 △    ９ △    ５ ３

   貸 倒 引 当 金 の 増 減 額 △  ３６１ △  ４０４ △   ４２

   賞 与 引 当 金 の 増 減 額 ２６６ １４６ △  １１９

   退 職 給 付 引 当 金 の 増 減 額 △  ３３５ △  ４１７ △   ８１

   そ の 他 引 当 金 の 増 減 額 ６０ ３２ △   ２８

   受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金                 △   ８７ △   ９７ △    ９

   支 払 利 息                 １４３ １２８ △   １５

   投 資 有 価 証 券 売 却 損 益                 △    ５ △   ２２ △   １６

   賃 貸 料 及 び 管 理 手 数 料 △   ６７ △   ４４ ２３

   関 係 会 社 株 式 売 却 益 － △  ８２４ △  ８２４

   持 分 法 に よ る 投 資 利 益 △   ２６ △   ８７ △   ６０

   固 定 資 産 除 却 損                 ８１１ ７３９ △   ７１

   固 定 資 産 売 却 損 益                 １６ △  １８２ △  １９８

   売 上 債 権 の 増 減 額                 １２４ △５，７７９ △５，９０３

   棚 卸 資 産 の 増 減 額                 △２，０５５ △１，８５７ １９７

   仕 入 債 務 の 増 減 額                 ４４５ ４，１２６ ３，６８０

   そ の 他                 ３１２ ３６５    ５３

     小   計 ７，２７２ ５，４７１ △１，８００

   利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額                 ８８ ９７ ８

   利 息 の 支 払 額                 △  １３６ △  １２６ １０

   法 人 税 等 の 支 払 額                 △  ９０１ △２，１７４ △１，２７３

   そ の 他                 ６７ １３ △   ５４

    営業活動によるキャッシュ・フロー ６，３９０ ３，２８１ △３，１０９
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（単位：百万円、未満切捨）

前連結会計年度 
(自 平成 17年 4月 1日
至 平成 18年 3月 31日)
 

当連結会計年度 
(自 平成 18年 4月 1日 
至 平成 19年 3月 31日) 
 

増減 
（△は減） 

 

               期  別 
 
 
科  目 

金額 金額  
Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー    
   定 期 預 金 の 預 入 に よ る 支 出 △   ８６ △   １７ ６９

   定 期 預 金 の 払 戻 に よ る 収 入                 ２２３ １７ △  ２０６

   有 価 証 券 の 取 得 に よ る 支 出 △    ２ △    ２ ０

   有 価 証 券 の 売 却 に よ る 収 入 ５     － △    5
   有形固定資産の取得による支出 △３，６６５ △３，０７４ ５９０

   有形固定資産の売却による収入 １６０ ２０８ ４７

   営 業 譲 受 に 伴 う 支 出 － △  ２９１ △  ２９１

   無形固定資産の取得による支出 △   ７９ △   ６６ １２

   固 定 資 産 の 除 却 に よ る 支 出 △  ４９３ △  ６６３ △  １７０

連 結 範 囲 の 変 更 を 伴 う                 
子会社株式の売却による収入                 － １，９２６ １，９２６

   投資有価証券の売却による収入 １５ ７０ ５４

   投資有価証券の取得による支出                 △    ８ △    ２ ６

長期前払費用の取得による支出 △   ３２ △   ６１ △   ２８

関係会社出資金の取得による支出 △   ４８ △  ４８９ △  ４４１

貸 付 に よ る 支 出 △   ３８ △   １５ ２２

貸 付 金 の 回 収 に よ る 収 入 ２７ ７６ ４９

   そ の 他                   ２７４ ３２０ ４６

    投資活動によるキャッシュ・フロー △３，７４７ △２，０６５ １，６８２

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー    
   短 期 借 入 金 の 増 減 額 △２，３５１ ４１５ ２，７６６

   長 期 借 入 れ に よ る 収 入                 ４，３００ １００ △４，２００

   長期借入金の返済による支出                 △２，７８５ △  ７２０ ２，０６４

   自 己 株 式 の 取 得 に よ る 支 出 △   ４４ △   ２２ ２２

   親会社による配当金の支払額 △  ２６４ △  ４４０ △  １７５

   少数株主への配当金の支払額                 △   ３８ △   ８０ △   ４１

   預 り 敷 金 の 返 還 に よ る 支 出 △  ６１４ △  ６１６ △    １

    財務活動によるキャッシュ・フロー △１，７９８ △１，３６５ ４３３

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る換算差額                  ５７ ４５ △   １２

Ⅴ．現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 ９０１ △  １０４ △１，００５

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高                  ２，６３５ ３，６３６ １，００１

Ⅶ．連 結 範 囲 の 変 動 に よ る 増 加 額 １００ － △  １００

Ⅷ．連結子会社の非連結子会社合併に伴う増

加額 
－ ７ ７

Ⅸ．現金及び現金同等物の期末残高                  ３，６３６ ３，５４０ △   ９６
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【連結財務諸表に関する注記】 
 
Ⅰ 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 
 
 １．連結の範囲に関する事項 
（１）連結子会社の数  ８社 

主要な連結子会社の名称は、「企業集団の状況」に記載しているため省略しています。 
    なお、(株)マイクロンの株式譲渡に伴い、同社及び HARIMIC(MALAYSIA)SDN.BHD.が当 

連結会計年度より連結子会社でなくなりました。 
 
 （２）非連結子会社の数  ９社 
     主要な非連結子会社名…無錫黒崎機械有限公司 
     連結の範囲から除いた理由 

非連結子会社 ９社はいずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益及び 
利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていな 
いためです。 

 
 
 ２．持分法の適用に関する事項 
 （１）持分法適用の非連結子会社の数  １社 

黒崎播磨(上海)国際貿易有限公司 
     なお、黒崎播磨（上海）国際貿易有限公司は重要性が増したため、当連結会計年度より持分 

法を適用しております。 
 
  （２）持分法適用の関連会社の数  ２社 

(株)ＳＮリフラテクチュア東海、菊竹産業(株) 
 
（３）主要な持分法非適用会社の名称等 

主要な持分法非適用会社名…秦皇島首鋼黒崎耐火材料有限公司 
 持分法非適用会社は、それぞれ連結純損益及び連結利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、か 
つ全体としても重要性がないため持分法の適用から除外しています。 

 
 
 ３．連結子会社の決算日等に関する事項 
       連結子会社のうち AMR Refractarios,S.A.、無錫黒崎蘇嘉耐火材料有限公司及び Krosaki USA Inc. 
   の決算日は 12月 31日です。 
     連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要 

な取引については、連結上必要な調整を行っています。 
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 ４．会計処理基準に関する事項 
（１）重要な資産の評価基準及び評価方法 

①有価証券 
その他有価証券 

       時価のあるもの…連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入 
               法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しています。  ） 
        時価のないもの…移動平均法による原価法 

②デリバティブ取引により生じる債権債務 
時価法 

③棚卸資産 
      移動平均法による原価法 
       但し、半成工事及び未成工事支出金は個別法による原価法 
 
（２）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

①有形固定資産 
ａ）当社及び国内連結子会社 

        主として定率法 
         但し、不動産事業に係る建物、設備及び築炉事業に係る有形固定資産のうち、一部ユー 
        ザー構内にある装置については定額法によっています。 
         なお、耐用年数については、原則として法人税法所定の耐用年数を採用していますが、 

窯炉・機械装置及び不動産事業のうちショッピングセンターに係る建物・構築物について 
は、一部会社所定の耐用年数を採用しています（トンネル窯：法定耐用年数７年を６年、 
機械装置：法定耐用年数１２年を１１年、不動産事業のうちショッピングセンターに係る 
建物・構築物：賃貸契約期間）。 

ｂ）在外連結子会社は主として定額法によっています。 
②無形固定資産 

     ａ）ソフトウェアを除く無形固定資産は定額法 
         ｂ）ソフトウェア 
             自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法。 

③長期前払費用…定額法 
 
（３）重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金 
            売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しています。 
②賞与引当金 

      従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しています。 
③退職給付引当金 

           従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込 
額に基づき、当連結会計年度末において発生していると認められる額を計上しています。 

      会計基準変更時差異（５，７５０百万円）については、１０年による按分額を販売費及び一般 
管理費に計上しています。 

      また、数理計算上の差異については、１０年による定額法で按分した額をそれぞれ発生の翌連 
結会計年度より費用処理しています。過去勤務債務については、１０年による定額法で按分した 
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額を発生年度より処理しています。 
④役員退職金引当金 

      役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく連結会計年度末要支給額

を計上しています。 
⑤特別修繕引当金 
 高温焼成トンネル窯の焼成帯部分の取替大修理に備えて、その取替費用を見積りの上４年間で

均等に計上しています。 
なお、対象とする資産の除却方針が確定したため、当連結会計年度において全額取り崩してい

ます。 
⑥鉱害補償引当金 

      連結子会社の黒崎産業(株)の鉱害の発生に備えて、過去の支払実績を参考に見込額を計上して 
います。 
⑦製品保証引当金 

      生活空間セラミックス事業部（その他の事業）の製品「陶板外壁材」の品質保証に備えるため 
に、実績等を加味した見込額を計上しています。 

 
（４）重要なリース取引の処理方法 

     リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引につい 
ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。 

 
（５）重要なヘッジ会計の方法 

①ヘッジ会計の方法 
      繰延ヘッジ処理によっています。 

②ヘッジ手段とヘッジ対象 
           ヘッジ手段：為替予約取引、金利スワップ取引 
      ヘッジ対象：外貨建予定取引、借入金 

③ヘッジ方針 
      為替予約取引については、外国為替変動リスクをヘッジする目的で実需の範囲内においてのみ 

実施し、収益確保を目的としたディーリングは実施しないこととしています。また、金利スワッ 
プ取引等については、借入金に係る金利コストの引き下げ、もしくは将来予想される調達コスト 
の引き下げを目的とし、実需に伴う取引に限定し投機的な取引は実施しないこととしています。 
④ヘッジ有効性評価の方法 

           ヘッジ対象の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動又はキャッ
シュ・フロー変動の累計との間に高い相関関係があることを認識し有効性の評価としています。 

 
（６）その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理 
      税抜方式によっています。 

 
 
5．連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項 

連結子会社の資産及び負債の評価方法は、全面時価評価法によることとしています。 
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6．のれん及び負ののれんの償却に関する事項 
主として 10年間で均等償却しています。 
 
 

７．連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 
    連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許資金、随時引き出し

可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日

から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっています。 
 
 
Ⅱ 会計方針の変更 
 
１．貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等 

    当連結会計年度から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」(企業会計基準委員会 
  平成 17年 12月９日企業会計基準第５号)及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等 
  の適用指針」(企業会計基準委員会 平成 17年 12月９日 企業会計基準適用指針第８号)を適用して 
います。 

    従来の「資本の部」の合計に相当する金額は 29,689百万円です。 
    なお、当連結会計年度における連結貸借対照表の純資産の部については、連結財務諸表規則の改正 

に伴い、改正後の連結財務諸表規則により作成しています。 
 
２．企業結合に係る会計基準等 

    当連結会計年度から「企業結合に係る会計基準」(企業会計審議会 平成 15年 10月 31日)及び「事 
業分離等に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成 17年 12月 27日 企業会計基準第７号)並び 
に「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準委員会 平成 17年 
12月 27日 企業会計基準適用指針第 10号)を適用しています。 

    これによる損益に与える影響はありません。連結財務諸表規則の改正による連結財務諸表の表示に 
関する変更は以下のとおりです。 

     (連結貸借対照表) 
     「連結調整勘定」は、当連結会計年度から「負ののれん」として表示しています。 
     (連結損益計算書) 
     「連結調整勘定償却額」は、当連結会計年度から「負ののれん償却額」として表示しています。 

 (連結キャッシュ・フロー計算書) 
     「連結調整勘定償却額」は、当連結会計年度から「負ののれん償却額」として表示しています。 
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Ⅲ 注記事項 
 
１．連結貸借対照表及び連結損益計算書関係 
                    前連結会計年度    当連結会計年度    

 （１）担保資産及び対応債務 
     担保資産（有形固定資産）     8,295百万円             9,042百万円     
     対応債務（長期借入金）     2,616百万円         2,036百万円       
         （内１年以内返済予定分）   （ 578百万円）     （   365百万円）      
         （短期借入金）      950百万円         950百万円           
 
 （２）有形固定資産の減価償却累計額   68,175百万円       65,095百万円 
 
 （３）偶発債務 
      債務保証             540百万円        707百万円    
 
 （４）債権流動化による遡及義務 
     手形譲渡高           1,701百万円          2,208百万円     
   
 
 
 
 （５）減損損失               13百万円          31百万円      

 
（６）連結会計年度末日満期手形 

     当連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が 
連結会計年度末残高に含まれております。 

      受取手形                         ５７百万円 
      支払手形                        ５８１  〃  
 
 
２．連結株主資本等変動計算書関係 
 当連結会計年度（自 平成１８年４月１日 至 平成１９年３月３１日） 
 （１）発行済株式に関する事項 
株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 
普通株式（株） ８７，９１９，２００ ― ― ８７，９１９，２００
 
 （２）自己株式に関する事項 
株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 
普通株式（株） ４２３，０１１ ４７，４２７ ― ４７０，４３８

    （変動事由の概要） 
     増加数の内訳  

単元未満株式の買取による増加 47,427株 
 
 

うち、連結会計年度 

末日満期手形 455 

百万円を含む。 
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 （３）新株予約権等に関する事項 
     該当事項はありません。 
 
 （４）配当に関する事項 
     ①配当金支払額 

決議 株式の種類
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日 

平成 18 年 6
月 29 日定時
株主総会 

普通株式 ４３７ ５ 平成 18年 3月 31日 平成 18年 6月 30日

 
②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

   （予定） 

決議 株式の種類
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日 

平成 19 年 6
月 28 日定時
株主総会 

普通株式 ４３７ ５ 平成 19年 3月 31日 平成 19年 6月 29日

配当の原資：利益剰余金 
 
 

３．連結キャッシュ・フロー計算書関係 
前連結会計年度 

（自 平成 17年 4月 1 日 
至 平成 18年 3月 31日） 

当連結会計年度 
（自 平成 18年 4月 1 日 
至 平成 19年 3月 31日） 

現金及び現金同等物の期末残高と連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額

との関係 
 （平成１８年３月３１日現在） 

 現金及び預金勘定  3,653百万円 
 
 
預入期間が３ヶ月 

 を超える定期預金 △   16百万円 
 現金及び現金同等物 3,636百万円 

現金及び現金同等物の期末残高と連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額

との関係 
 （平成１９年３月３１日現在） 

 現金及び預金勘定  3,489百万円 
 現金同等物に含まれる 
有価証券        67百万円 

 預入期間が３ヶ月  
 を超える定期預金 △   16百万円 
 現金及び現金同等物 3,540百万円 
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４．セグメント情報 
 （イ）事業の種類別セグメント情報 
   前連結会計年度（自 平成 17 年４月１日  至 平成 18 年３月 31 日） 

                                                         （単位：百万円、未満切捨） 

 耐 火 物 

事  業 

 

築炉事業

不 動 産

事    業

ﾌｧｲﾝｾﾗ 

ﾐｯｸｽ事業

そ の 他 

の 事 業 

 

   計 

消去また

は 全 社

 

 連  結

 

 

 

 

61,137 13,365 1,026 7,900

 

 

 

 

2,752 

 

 

 

 

86,182 －

 

86,182

Ⅰ．売上高及び営業損益 

 

    売上高 

  (1) 外部顧客に 

      対する売上高 

  (2) セグメント間の内部 

      売上高または振替高 

 

70 － － －

 

－ 

 

70 (    70) －

              計 61,208 13,365 1,026 7,900 2,752 86,253 (    70) 86,182

    営業費用 57,566 12,224 739 6,954 2,682 80,166 745 80,911

    営業損益 3,642 1,141 287 946 69 6,086 (   815) 5,270

Ⅱ．資産、減価償却費 

    及び資本的支出 

    資産 

 

 

50,811 6,978 5,816 6,452

 

 

1,853 

 

 

71,913 6,675 78,589

    減価償却費 1,686 354 608 454 88 3,192 32 3,224

  減損損失 － 13 － － － 13 － 13

    資本的支出 2,223 247 － 474 116 3,061 235 3,297

 
 
   当連結会計年度（自 平成 18 年４月１日  至 平成 19 年３月 31 日） 

                                                      （単位：百万円、未満切捨） 

 耐 火 物 

事  業 

 

築炉事業

不 動 産

事    業

ﾌｧｲﾝｾﾗ 

ﾐｯｸｽ事業

そ の 他 

の 事 業 

 

   計 

消去また

は 全 社

 

 連  結

 

 

 

 

65,739 15,849 1,019 5,926

 

 

 

 

3,008 

 

 

 

 

91,543 － 91,543

Ⅰ．売上高及び営業損益 

 

    売上高 

  (1) 外部顧客に 

      対する売上高 

  (2) セグメント間の内部 

      売上高または振替高 
 

52 － － －

 

－ 

 

52 (    52) －

              計 65,792 15,849 1,019 5,926 3,008 91,596 (    52) 91,543

    営業費用 61,465 14,078 716 5,453 2,913 84,627 1,035 85,663

    営業損益 4,326 1,771 302 473 94 6,968 ( 1,088) 5,880

Ⅱ．資産、減価償却費、減損 

    損失及び資本的支出 

    資産 

 

 

55,917 9,148 5,254 4,138

 

 

2,019 

 

 

76,479 5,856 82,335

    減価償却費 1,722 485 594 282 85 3,171 19 3,190

  減損損失 0 30 － － － 31 － 31

    資本的支出 2,529 783 － 182 69 3,564 225 3,790

 

  （注）１．①事業区分の決定方法 

           事業区分は売上集計区分によっています。 

       ②各セグメントの主な内容 

              耐火物事業には、原材料売上を含みます。 

              築炉事業は築炉工事の他、用役、装置売上及びノウハウ収入を含みます。 

              不動産事業は、不動産賃貸の他、不動産販売を含みます。 
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              ファインセラミックス事業は、各種産業用ファインセラミックスの売上です。 

              その他の事業は、石灰、景観材及びその他各種商品売上です。 

        ２．営業費用のうち消去または全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、前連結会計年度 

815 百万円、当連結会計年度 1,088 百万円であり、これは親会社の管理部門の費用です。 

        ３．資産のうち消去または全社の項目に含めた全社資産の金額は前連結会計年度 7,006 百万円、 

当連結会計年度 6,233 百万円であり、その主なものは親会社での長期投資資金（投資有価 

証券）及び管理部門に係る資産等です。 

        ４．減価償却費及び資本的支出には長期前払費用と同費用に係る償却額が含まれています。 

 

（事業区分の変更） 
当連結会計年度におきまして、㈱マイクロン株式の売却に伴い、ファインセラミックス事業の範囲 

   と連結グループ内の事業区分を見直した結果、九州耐火煉瓦㈱が行っている電材事業について市場等 
   の類似性等を勘案し、ファインセラミックス事業とすることがより適切と判断し、当連結会計年度よ 
   り、耐火物事業からファインセラミックス事業に振り替えることといたしました。 
    この変更による影響額は以下のとおりです。 

（単位：百万円、未満切捨） 
耐 火 物 事 業 ファインセラミックス事業  

変 更 前 変 更 後 
（当連結会計年度） 

変 更 前 
 

変 更 後 
（当連結会計年度） 

 
売 上 高 

 
６７，６９８ 

 
６５，７９２ 

 
４，０１９ 

 
５，９２６ 

 
 営 業 費 用 

 
６３，０３８ 

 
６１，４６５ 

 
３，８７９ 

 
 ５，４５３ 

 
 営 業 利 益 

 
４，６５９ 

 
   ４，３２６ 

 
     １４０ 

 
     ４７３ 

 
 
（ロ）事業の所在地別セグメント情報 

前連結会計年度（自 平成 17 年４月１日  至 平成 18 年３月 31 日） 

                                                        （単位：百万円、未満切捨） 

  

日 本 

 

 

中 国

 

 

スペイン

 

 

その他

 

計 

 

 

消去または

全 社 

 

連 結 

 

Ⅰ．売上高及び営業損益 

    売上高 

  (1) 外部顧客に対する売上高 

  (2) セグメント間の内部 

      売上高または振替高 

80,040

1,763

825

2,179

3,364

16

1,951

123

 

 

86,182 

 

4,083 

－

(4,083)

86,182

 

－

              計 81,804 3,005 3,380 2,075 90,265 (4,083) 86,182

    営業費用 76,403 2,755 3,091 1,922 84,173 (3,261) 80,911

    営業損益 5,401 249 289 152 6,092 (  821) 5,270

Ⅱ．資産 66,027 2,977 3,106 2,213 74,324  4,265 78,589
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     当連結会計年度（自 平成 18 年４月１日  至 平成 19 年３月 31 日） 

                                                        （単位：百万円、未満切捨） 

  

日 本 

 

 

中 国

 

 

スペイン

 

 

アメリカ

 

 

計 

 

 

消去または

全 社 

 

連 結 

 

Ⅰ．売上高及び営業損益 

    売上高 

  (1) 外部顧客に対する売上高 

  (2) セグメント間の内部 

      売上高または振替高 

84,947

2,104

901

2,325

4,073

9

1,620

16

 

 

91,543 

 

4,455 

－

(4,455)

91,543

 

－

              計 87,052 3,226 4,083 1,636 95,999 (4,455) 91,543

    営業費用 80,896 2,826 3,735 1,592 89,050 (3,387) 85,663

    営業損益 6,156 400 347 44 6,948 (1,068) 5,880

Ⅱ．資産 70,242 3,498 3,504 1,068 78,313  4,022 82,335

 

（注）１．国または地域は、事業活動の相互関連性により区分しています。 

    ２．前連結会計年度において、その他に属する国または地域の内訳は、アメリカ及びマレー

シアです。なお、当連結会計年度より、HARIMIC(MALAYSIA)SDN.BHD.が連結子会社でなくな

ったためその他の地域の表記をアメリカに変更しています。 

    ３．営業費用のうち、消去または全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、前連結会

計年度 815 百万円、当連結会計年度 1,088 百万円であり、これらは親会社の管理部門の

費用です。 

    ４．資産のうち、消去または全社の項目に含めた全社資産の金額は、前連結会計年度 7,006

百万円、当連結会計年度 6,233 百万円であり、その主なものは、親会社での長期投資資金

（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等です。 

 
 （ハ）海外売上高 
  前連結会計年度（自 平成１７年４月１日～至 平成１８年３月３１日） （単位：百万円、未満切捨） 

 
 

 
アジア 

 
欧 州 

 
その他の地域 

 
計 

 
Ⅰ．海外売上高 ４，５７６ ３，９０６

 
３，９０３ １２，３８７

 
Ⅱ．連結売上高 － －

 
－ ８６，１８２

 
Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合 ５．４％ ４．５％

 
４．５％ １４．４％

 
  当連結会計期間（自 平成１８年４月１日～至 平成１９年３月３1日） （単位：百万円、未満切捨） 

 
 

 
アジア 

 
欧 州 

 
その他の地域 

 
計 

 
Ⅰ．海外売上高 ４，０４０ ４，９７３

 

４，４３６ １３，４５０

 
Ⅱ．連結売上高 － －

 

－ ９１，５４３

 
Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合 ４．４％ ５．４％

 

４．８％ １４．７％

（注１）国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。 
（注２）各区分に属する主な国又は地域 

             （１）アジア      …台湾、韓国、中国 
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             （２）欧 州      …スペイン、オランダ 
             （３）その他の地域…ブラジル、オーストラリア、アメリカ合衆国 
（注３）海外売上高は、親会社及び本国に所在する連結子会社の輸出高並びに本国以外に所在する連結 

子会社の売上高の合計額（但し、連結会社間の内部売上は除く）です。 
 
 
５．リース取引関係 

決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しています。 
 
 
６．関連当事者との取引 

前連結会計年度(自 平成17年４月１日 至 平成18年３月31日) 

１ 親会社及び法人主要株主等 
 

関係内容 

属性 名称 住所 

資本金 

又は出資金

(百万円)

事業の内容

又は職業 

議決権等の

被所有割合

(％) 
役員の兼任

等 
事業上の関係 

その他の 

関係会社 
新日本製鐵㈱ 

東京都千代田

区 
419,524 鉄鋼業他 

直接  45 

間接   0 

転籍６人 

兼任１人 

当社製品等の販

売及び資材等購

入 

取引内容 取引金額(百万円) 科目 期末残高(百万円) 

耐火物製品等販売   38,911 受取手形及び売掛金     5,178 

研究開発の受託     193 その他(流動資産)     50 

諸資材仕入及び諸経費負担金 2,256
支払手形及び買掛金

並びに工事未払金 
   570 

           

取引条件及び取引条件の決定方針等 
（注１）製品販売及び諸資材仕入については、市場価格、総原価を勘案して当社希望価格を提示 

し、価格交渉の上、一般的取引条件と同様に決定しています。 
（注２）取引金額については消費税等を含まず、期末残高は消費税等を含んでいます。 

 

当連結会計年度(自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日) 

１ 親会社及び法人主要株主等 
 

関係内容 
属性 名称 住所 

資本金 

又は出資金

(百万円)

事業の内容

又は職業 

議決権等の

被所有割合

(％) 
役員の兼任

等 
事業上の関係

その他の 

関係会社 
新日本製鐵㈱ 

東京都千代田

区 
419,524 鉄鋼業他 

直接  45 

間接   0 

転籍６人 

兼任１人 

当社製品等の販

売及び資材等購

入 

取引内容 取引金額(百万円) 科目 期末残高(百万円) 

耐火物製品等販売   40,078 受取手形及び売掛金     7,526 

研究開発の受託     234 その他(流動資産)     39 

諸資材仕入及び諸経費負担金 2,281
支払手形及び買掛金

並びに工事未払金 
   102 

           

取引条件及び取引条件の決定方針等 
（注１）製品販売及び諸資材仕入については、市場価格、総原価を勘案して当社希望価格を提示 

し、価格交渉の上、一般的取引条件と同様に決定しています。 
（注２）取引金額については消費税等を含まず、期末残高は消費税等を含んでいます。 



黒崎播磨㈱(5352) 平成 19年３月期決算短信 

 28 

２ 兄弟会社等 
 

関係内容 
属性 名称 住所 

資本金 

又は出資金

(百万円)

事業の内容

又は職業 

議決権等の

被所有割合

(％) 
役員の兼任

等 
事業上の関係

その他の 

関係会社の

子会社 

新日鉄マテリ

アルズ㈱ 

東京都千代田

区 
3,000 半導体関連 

直接  － 

間接  － 

転籍０人 

兼任０人 

ＦＣ製品等の 

受託製造 

取引内容 取引金額(百万円) 科目 期末残高(百万円) 

ファインセラミックス製品等の製造   2,457 受取手形及び売掛金     774 

賃貸料     2 その他(流動資産)     17 

諸資材仕入及び諸経費負担金 674
支払手形及び買掛金

並びに工事未払金 
   170 

           

取引条件及び取引条件の決定方針等 
（注１）受託製造価格及び諸資材仕入については、市場価格、総原価を勘案して当社希望価格を 

提示し、価格交渉の上、一般的取引条件と同様に決定しています。 
（注２）取引金額については消費税等を含まず、期末残高は消費税等を含んでいます。 
 

 

 

子会社及び関連会社等 

 

関係内容 
属性 名称 住所 

資本金 

又は出資金

(百万円)

事業の内容

又は職業 

議決権等の

被所有割合

(％) 
役員の兼任

等 
事業上の関係

子会社 ㈱マイクロン 兵庫県姫路市 425 半導体関連 
直接  － 

間接  － 

転籍０人 

兼任１人 

当社従業員の出

向契約及びﾌｧｲﾝ

ｾﾗﾐｯｸｽの技術供

与 

取引内容 取引金額(百万円) 科目 期末残高(百万円) 

関係会社株式の売却 2,100 － － 

技術供与 3 － － 

出向者給与戻入 74 － － 

諸経費 0 － － 
           

取引条件ないし取引条件の決定方針等 

（注１）株式売却価格は、市場価格、資産価値を勘案して当社希望価格を提示し、価格交渉の上、 
決定しています。 

（注２）出向者給与戻入については、当社希望金額を提示し、金額交渉の上、世間相場を勘案し 
て決定しています。 

（注３）取引金額については消費税等を含んでいません。 
（注４）平成 18 年６月末日に当社保有のマイクロン株式を譲渡した結果、㈱マイクロンは子会社ではなく

なり、その他の関係会社の子会社となりました。 
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７．税効果関係 
 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳 

 

前連結会計年度 

（平成18年３月31日現在）  

当連結会計年度 

（平成19年３月31日現在） 

(繰延税金資産) 

減価償却超過額 

減損損失 

役員退職引当金損金算入限度超過額 

退職給付引当金損金算入限度超過額 

特別修繕引当金損金算入限度超過額 

貸倒引当金損金算入限度超過額 

有価証券等評価損 

株式信託簿価 

賞与引当金損金算入限度超過額 

未払事業税 

未実現利益 

連結子会社の繰越欠損金 

その他 

  

455  百万円 

394  〃 

96  〃 

677  〃 

16  〃 

235  〃 

214  〃 

255  〃 

725  〃 

103  〃 

80  〃 

4  〃 

347  〃  

  

484 

373 

119 

514 

－ 

79 

191 

255 

745 

99 

105 

122 

336 

 

百万円 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

小計 

評価性引当額 

繰延税金資産合計       

 3,606  〃 

△393  〃 

3,212 百万円 

 3,428 

△383 

3,044 

〃 

〃 

百万円 

 

（繰延税金負債） 

固定資産圧縮積立金 

その他有価証券評価差額金 

連結子会社の評価差額 

その他 

  

683  〃 

2,549  〃 

834  〃 

51  〃 

  

656 

2,175 

949 

8 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

繰延税金負債合計  4,118 百万円  3,790 百万円 

繰延税金負債の純額  △ 905 百万円  △745 百万円 

 

２  法定実効税率と税効果会計適用後の法人税         前連結会計年度         当連結会計年度 

  等の負担率との差異の原因となった主な項       （平成18年３月31日現在）  （平成19年３月31日現在） 

目別の内訳 

 

   法定実効税率                         40.4％          40.4％ 

 （調整）                               

  交際費等永久に損金に算入されない項目             2.0％           1.6％ 

  受取配当金等永久に益金に算入されない項目         △ 1.2％         △ 7.6％ 

  試験研究費等の税額控除                  △ 2.4％         △ 1.8％ 

    過年度法人税等                        －            2.4％ 

    繰越欠損金                        △ 4.6％           － 

    海外連結子会社の税率差異                 △ 1.4％         △ 1.2％ 

    その他                            0.3％           1.9％ 

   税効果会計適用後の法人税の負担率              33.1％          35.7％ 
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８．有価証券関係 
 
 ＜前連結会計年度末：平成１８年３月３１日＞ 
 １．その他有価証券で時価のあるもの 
 （連結貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの） 
              取得原価      連結貸借対照表計上額       差額   
  (1) 株式              1,497百万円        7,536百万円     6,038百万円 
  (2) 債券             2  〃                 2   〃               0  〃 
  (3) その他            5  〃          13  〃        8  〃   
    合計            1,506  〃         7,552   〃      6,046  〃 
 
 （連結貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの） 
  (1) 株式           － 〃          － 〃        － 〃  
    小計            － 〃          － 〃        － 〃  
    合計         1,506 〃         7,552 〃      6,046 〃  
 
２．前連結会計年度中に売却したその他有価証券（自 平成 17 年４月１日 至 平成 18 年３月 31 日） 

          売 却 額       売却益の合計額      売却損の合計額  

              １５百万円         ５百万円        －百万円 

 
 ３．時価のない有価証券の主な内容及び連結貸借対照表計上額 
                        連結貸借対照表計上額 
  (1) その他有価証券 

非上場株式（店頭売買株式を除く）        140百万円 
  (2) 子会社及び関連会社株式                             573  〃    
    合計                                  714   〃 
 
 ＜当連結会計年度末：平成１９年３月３１日＞ 
 1．その他有価証券で時価のあるもの 
 （連結貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの） 
                 取得原価          連結貸借対照表計上額         差額   
  (1) 株式         １，４７３百万円     ６，６３０百万円    ５，１５７百万円 
  (2) 債券             ２ 〃          ２ 〃          ０ 〃 
  (3) その他            ５ 〃         １２ 〃          ７ 〃  
    小計         １，４８１ 〃      ６，６４５ 〃     ５，１６４ 〃  
 
 （連結貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの） 
                 取得原価          連結貸借対照表計上額         差額   
  (1) 株式             ０百万円        0百万円       △ 0百万円 
     小計             ０百万円        0百万円       △ 0百万円 
  合計         １，４８２ 〃     ６，６４６ 〃      ５，１６４ 〃  
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２．当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自 平成 18 年４月１日 至 平成 19 年３月 31 日） 

          売 却 額       売却益の合計額      売却損の合計額  

     ６９百万円       ２２百万円        －百万円 

 
 ３．時価のない有価証券の主な内容及び連結貸借対照表計上額 
                        連結貸借対照表計上額 

(1) その他有価証券 
    非上場株式（店頭売買株式を除く）        ９３百万円 
    その他                     ６７ 〃 
  (2) 子会社及び関連会社株式            ６０１ 〃  

    合計                     ７６３ 〃 

 
 
９．デリバティブ取引関係 

決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しています。 
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１０．退職給付関係 
 
１ 採用している退職給付制度の概要 

当社及び国内連結子会社は、適格退職年金制度及び退職一時金制度を設けています。 

なお、当社は退職給付信託を設定しています。 

連結財務諸表提出会社については昭和63年から退職一時金制度から適格退職年金制度に全面移行しています。

また、出向受入者などの退職金支払に対して退職一時金制度を採用しています。 

当連結会計年度末時点においては、連結子会社１社が適格退職年金制度、２社が両制度を並用、残る国内連

結子会社２社は退職一時金制度を採用しています。 

 

２ 退職給付債務に関する事項 

                      前連結会計年度        当連結会計年度 

平成18年３月31日現在    平成19年３月31日現在 

 

イ 退職給付債務 
9,092 百万円 8,942 百万円

ロ 年金資産 △8,458   〃 △9,801   〃 

ハ 未積立退職給付債務(イ＋ロ) 633   〃 △ 858   〃 

ニ 会計基準変更時差異の未処理額 △2,273   〃 △1,695   〃 

ホ 未認識数理計算上の差異 2,757   〃 3,361   〃 

ヘ 未認識過去勤務債務 646   〃 529   〃 

ト 退職給付引当金(ハ＋ニ＋ホ＋ヘ) 1,764 百万円 1,336 百万円

    (注) 九州耐火煉瓦㈱を除く連結子会社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しています。 

 

３ 退職給付費用に関する事項 

                             前連結会計年度        当連結会計年度 

(自 平成17年４月１日    (自 平成18年４月１日 

至 平成18年３月31日)   至 平成19年３月31日) 

イ 勤務費用 628 百万円 608 百万円

ロ 利息費用 174   〃 174   〃 

ハ 期待運用収益 △ 33   〃 △ 33   〃 

ニ 会計基準変更時差異の費用処理額 575   〃    575   〃 

ホ 数理計算上の差異の費用処理額 △233   〃 △237   〃 

ヘ 過去勤務債務の費用処理額 △117   〃 △117   〃 

ト 退職給付費用(イ＋ロ＋ハ＋ニ＋ホ＋ヘ) 994 百万円 , 968 百万円

(注) 簡便法を採用している連結子会社の退職給付費用は「イ 勤務費用」に計上しています。 

 

４ 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

                            前連結会計年度       当連結会計年度 

 

イ 退職給付見込額の期間配分方法 主にポイント基準 主にポイント基準 

   

ロ 割引率 主に2.0％ 主に2.0％ 

ハ 期待運用収益率 

 

 

主に1.0％ 

(ただし、退職給付信託について

は０％) 

主に1.0％ 

(ただし、退職給付信託について

は０％) 

ニ 数理計算上の差異の処理年数 翌連結会計年度から10年で費 

用処理することとしています。

翌連結会計年度から10年で費 

用処理することとしています。

ホ 会計基準変更時差異の処理年数 10年 10年 

ヘ 過去勤務債務の額の処理年数 10年 10年 
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１１．企業結合等関係 
決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しています。 

 

 

１２．１株当たり情報 

 
前連結会計年度  

(自 平成17年４月１日 

至 平成18年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日) 

１株当たり純資産額           301 円 75 銭 １株当たり純資産額           339 円 65 銭 

１株当たり当期純利益           32 円 02 銭 １株当たり当期純利益           44 円 46 銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式

がないため記載をしていません。 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式

がないため記載をしていません。 

 

(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

項目 
前連結会計年度末 

（平成18年３月31日) 

当連結会計年度末 

（平成19年３月31日) 

純資産の部の合計(百万円)                ― 32,874 

普通株式に係る純資産額(百万円)                ― 29,702 

差額の理由（百万円） 

少数株主持分 
               ― 3,171 

普通株式の発行済株式数(千株)                ― 87,919 

普通株式の自己株式数（千株）                ― 470 

１株当たり純資産の算定に用いられた

普通株式の数(千株) 
               ― 87,448 

 

 

  

２ １株当たり当期純利益金額 

項目 

前連結会計年度 

( 自 平成17年４月１日 

至 平成18年３月31日) 

当連結会計年度 

( 自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日) 

当期純利益(百万円)               2,803               3,889 

普通株式に係る当期純利益 

(百万円) 
2,803               3,889 

普通株主に帰属しない金額の内訳 

(百万円) 

 利益処分による役員賞与 

               －                － 

普通株主に帰属しない金額(百万円)                －                － 

期中平均株式数(千株) 87,540              87,475 
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１３．重要な後発事象 

前連結会計年度 
（自 平成 17年 4月 1 日 
至 平成 18年 3月 31日） 

当連結会計年度 
（自 平成 18年 4月 1 日 
至 平成 19年 3月 31日） 

『株式会社マイクロンの株式譲渡について』 
当社は、平成 18年４月 24日開催 

の取締役会において、当社が発行済株式総数の 60％
を保有する連結子会社の株式会社マイクロンの株式

5,100 株（全株数）を、同社自己株式としての買取
要請に応じ譲渡（売却）することを決議いたしまし

た。 
当該事象の今後の予定、当社及び連結損益に与え

る影響は以下のとおりです。 
(1) 当該事象の発生年月日及び今後の予定 

平成 18年４月 24日（月） 
取締役会決議 

平成 18年６月（未定） 
譲渡契約締結 

(2) 当該事象の損益及び連結損益に与える影響 
当該株式の売却により、平成 19年３月期の単

体決算において、子会社株式売却益約 18 億 20
百万円を特別利益として計上する予定です。 

  ま た 、 同 社 及 び 同 社 の 子 会 社

HARIMIC(MALAYSIA)SDN.BHD.が連結子会
社から除かれることとなる連結損益における影

響額は、連結売上高は約 40億円減少、連結経常
利益は約７億 20百万円減少するものの、税金等
調整前当期純利益は株式売却益の計上により、

約２億円増加する見込みです。（見込額は、平成

17年度実績を基に算出したものです。） 

― 
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８．貸借対照表 
（単位：百万円、未満切捨） 

前 事 業 年 度 末 
（平成18年３月31日） 

当 事 業 年 度 末 
（平成19年３月31日） 

期  別 
 科  目 

金  額 構成比 金  額 構成比 

増 減 
（△は減）

（資産の部） 
流 動 資 産 
  現 金 及 び 預 金 
  受 取 手 形 
  売 掛 金・完成工事未収入金 
  商 品 ・ 製 品 
  仕 掛 品 
  半 成 工 事 
  未 成 工 事 支 出 金 
  原 燃 料 ・ 貯 蔵 品 
  前 払 費 用 
  繰 延 税 金 資 産 
  そ の 他 の 流 動 資 産 
  貸 倒 引 当 金 
  
 流 動 資 産 合 計 

１，００８

９３１

１５，５０８

３，５０９

８４８

７７

４８４

２，１１７

１９７

９３４

８９２

△     ６９

２６，４４２ 45.0

７６１

１，０６９

２０，８９８

４，６８０

８３０

１５８

１， ０３８

１， ８３８

１２６

８３２

１， ０６０

△     ２７

３３，２６７

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

51.2 ６，８２５

 
固 定 資 産 
  有形固定資産 
    建 物 ・ 構 築 物 
    窯炉・機械及び装置 
    車 両 ・ 運 搬 具 
    工具・器具・備品 
    土 地 
    建 設 仮 勘 定 
  無形固定資産 
  投資その他の資産 
    投 資 有 価 証 券 
    関 係 会 社 株 式 
    出 資 金 
    関 係 会 社 出 資 金 
    長 期 貸 付 金 
    そ  の 他 の 投 資 等 
    貸 倒 引 当 金 
    投 資 損 失 引 当 金 
 
 固 定 資 産 合 計 

（２０，６４０）

９，３８３

５，２２６

９８

３５９

４，５０２

１，０７０

（   ４１７）

（１１，２７０）

６，０２９

２，９５１

１

１，６７１

４７４

５３６

△    ３３４

△     ６０

３２，３２９ 55.0

（２０，７９７）

９，０１０

５，８４２

１３２

４４５

４，５４１

８２３

（   ５０４）

（１０，３８３）

５，１２５

２， ７６６

１

２，１６１

１１３

２９０

△     ７５

―

３１，６８５

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

48.8 

１５６

８６

△  ８８６

△  ６４３

 
 資 産 合 計 ５８，７７１ 100.0 ６４，９５３

 
100.0 ６，１８１
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（単位：百万円、未満切捨） 
前 事 業 年 度 末 
（平成18年３月31日） 

当 事 業 年 度 末 
（平成19年３月31日） 

期  別 
 
 科  目 金  額 構成比 金  額 構成比 

増 減 
（△は減） 

（負債の部） 
流 動 負 債 
  支 払 手 形 
  買掛金及び工事未払金 
  短 期 借 入 金 
  未 払 金 
  未 払 法 人 税 等 
  未 払 事 業 所 税 
  未 払 消 費 税 等 
  未 払 費 用 
  賞 与 引 当 金 
  そ の 他 の 流 動 負 債 
 
 流 動 負 債 合 計 

１６

１１，８５０

４，６４０

８９４

９４３

１１３

５１

１，１２９

１，４１６

１，５３９

２２，５９４ 38.4

 
 
― 

１４，７５６ 
５，５４０ 
１， ４６７ 
５１５ 
１１５ 
５６ 

１， ３３１ 
１， ４８９ 
１， ８８４ 

 
２７，１５６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

41.8 ４，５６１

 
固 定 負 債 
   長 期 借 入 金 
   退 職 給 付 引 当 金 
   役員退職金引当金 
   特 別 修 繕 引 当 金 

製 品 保 証 引 当 金 
   預り敷金・保証金 

繰 延 税 金 負 債 
   
 固 定 負 債 合 計 

４，３９０

８９９

１８４

４１

３２

６，８５３

１，３２３

１３，７２４ 23.4

 
 

４，３５０ 
５０６ 
２４１ 
― 
４０ 

６，２３６ 
１， ２０６ 

 
１２，５８１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19.4 △１，１４３

 
 負 債 合 計 ３６，３１９ 61.8

 
３９，７３７ 

 
61.2 ３，４１８

（資 本 の 部） 
資 本 金  
資 本 剰 余 金  
    資 本 準 備 金 
利 益 剰 余 金 
   利 益 準 備 金 
   別 途 積 立 金 
   圧 縮 記 帳 積 立 金 
   圧 縮 特 別 勘 定 積立金 
   当 期 未 処 分 利 益 
 
その他有価証券評価差額金 
自 己 株 式  
 
  資 本 合 計 

５，５３７

（ ３，５２１）

３，５２１

（１０，４７６）

１，２５０

４，５１７

１，００７

４８

３，６５３

３，０１３

△    ９６

２２，４５１

9.4
6.0

17.8

5.1
△ 0.1

38.2

 
― 
― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

 
― 
― 

 

― 

 
― 
― 

 
― 

 
 
 
 
 
 
― 
― 

 
― 

―

―

―

―

―

―

負債及び資本合計 ５８，７７１ 100.0 ― ― ―
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（単位：百万円、未満切捨） 
前 事 業 年 度 末 

(平成18年3月31日) 

当 事 業 年 度 末 

(平成19年3月31日) 

期  別 
 

科  目 金  額 構成比 金  額 構成比 

増 減 

（△は減） 

 

 

（純資産の部） 

（株主資本） 

資 本 金             

 資 本 剰 余 金             

  資本準備金 

 利 益 剰 余 金             

  利 益 準 備 金  

  その他利益剰余金 

   圧縮記帳積立金 

   別 途 積 立 金 

   繰越利益剰余金 

 自 己 株 式             

 株 主 資 本 合 計 

（評価・換算差額等） 

その他有価証券評価差額金             

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 

評価・換算差額等合計 

 

純   資   産   合  計 

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

％

―

―

―

―

―

―

―

―

―

 

 

 

５，５３７ 

(３，５２１) 

３，５２１ 

(１３，６９８) 

１，２５０ 

１２，４４８ 

９６７ 

４，５１７ 

６，９６３ 

△   １１８ 

２２，６３９ 

 

 

２，５６３ 

１２ 

２， ５７５ 

 

２５，２１５ 

％ 

 

 

8.5 

5.4 

 

21.1 

 

 

 

 

 

△ 0.2 

34.8 

 

 

 

 

4.0 

 

38.8 

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

 

負 債 ・ 純 資 産 合 計 

 

― ―

 

６４，９５３ 

 

100.0 ―
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９．損益計算書 
   （単位：百万円、未満切捨） 

前 事 業 年 度 
自 平成1７年４月 １日 
至 平成1８年３月31日 

当 事 業 年 度 
自 平成18年４月 １日 
至 平成19年３月31日 

期  別 
 
 
科  目 金  額 百分比 金  額 百分比 

 
増  減 
（△は減） 

 
売  上  高 
売 上 原 価 
  売 上 総 利 益  

７５，３９７

６３，０５９

１２，３３７

 
 100.0

83.6
16.4

８３，３７０

７０，４１４

１２，９５６

 
100.0 
84.5 
15.5 

７，９７３

７，３５５

６１８

販売費及び一般管理費 
 
営 業 利 益 

９，３７７

２，９５９

12.5

3.9

９，５８１

３，３７４

11.5 
 

4.0 

２０３

４１４

営 業 外 収 益 
受取利息及び配当金 
為 替 差 益  
賃貸料及び管理手数料 

    その他 

６８９

２３０

３００

１１７

４１

0.9 ７３２

３９５

１５９

１０７

６９

0.9 
 
 
 

４２

営 業 外 費 用 
   支払利息 
  債権譲渡損 
固定資産撤去損 
その他 

３１８

８２

８２

３７

１１６

0.4 ５２７

１００

１５０

６２

２１４

0.6 ２０８

 
経  常  利  益 ３，３３０ 4.4 ３，５７９

 
4.3 ２４８

特 別 利 益 
投資有価証券売却益 
関係会社株式売却益 
関係会社整理益 
固定資産売却益 
その他 

１８７

―

―

９３

―

９４

0.2 ２，３４４

２２

１，８２３

１７

１３１

３４９

2.8 ２，１５６

特 別 損 失 
固定資産除却損 
減損損失 
ゴルフ会員権評価損 
関係会社整理損 
事業整理損 
その他 

７３５

６１３

１３

６６

４３

―

―

1.0 ７６１

６３７

３０

１

―

９２

０

0.9 ２５

税 引 前 当 期 純 利 益 ２，７８２ 3.6 ５，１６２ 6.2 ２，３７９

法人税、住民税及び事業税 
法 人 税 等 調 整 額 

１，２８８

△   ２００
1.4

１，２２０

２８１
1.8 

△   ６８

４８１

当 期 純 利 益 １，６９４ 2.2 ３，６６０ 4.4 １，９６６

前 期 繰 越 利 益 １，９５９  
当 期 未 処 分 利 益 ３，６５３  
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１０．株主資本等変動計算書 
当事業年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年3月31日） 

（単位：百万円、未満切捨） 
株  主  資  本 

資本 

剰余金
利  益  剰  余  金 

そ の 他 利 益 剰 余 金 

  

  

  

  

  

  

 

資本金 

  

  

資 本

準備金

  

利  益

準備金

圧  縮 

記  帳 

積立金 

圧縮特別 

勘    定 

積 立 金 

別  途 

積立金 

繰越利益

剰 余 金

利益剰余金

合   計

平成18年３月31日残高 5,537 3,521 1,250 1,007 48 4,517 3,653 10,476

当事業年度中の変動額 

剰余金の配当 (注)1 

 

 
 

△ 437 △ 437

圧縮記帳積立金(注)2  66  △ 66 －

圧縮記帳積立金取崩(注)3  △ 105  105 －

圧縮特別勘定積立金取崩(注)1   △ 48  48 －

当期純利益   3,660 3,660

自己株式の取得   －

 株主資本以外の項目の 

当事業年度中の変動額(純額) 
  －

当事業年度中の変動額合計 － － － △ 39 △ 48 － 3,310 3,222

平成19年３月31日残高 5,537 3,521 1,250 967 － 4,517 6,963 13,698

(注)１ 平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目です。 

(注)２ 平成18年６月の定時株主総会における利益処分金額は、66百万円のうち48百万円です。 

(注)３ 平成18年６月の定時株主総会における利益処分金額は、△105百万円のうち△52百万円です。 

 
株主資本  評価・換算差額等   

  

  

  

  

自己株式 

  

株主資本 

  

合   計 

そ の 他 

有価証券 

評価差額金 

繰延ヘッジ 

  

損   益 

評価・換算 

差額等 

合   計 

純資産

  

 合  計

  

平成18年３月31日残高 △ 96 19,438 3,013 － 3,013 22,451

当事業年度中の変動額 

剰余金の配当 
 

△ 437
 

－ △ 437

圧縮記帳積立金  －  － －

圧縮記帳積立金取崩  －  － －

圧縮特別勘定積立金取崩  －  － －

当期純利益  3,660  － 3,660

自己株式の取得 △ 22 △ 22  － △ 22

株主資本以外の項目の当 

事業年度中の変動額（純額） 

 

 
－ △ 450 12 △ 437 △ 437

当事業年度中の変動額合計 △ 22 3,200 △ 450 12 △ 437 2,763

平成19年３月31日残高 △ 118 22,639 2,563 12 2,575 25,215
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Ⅰ 財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 

  １．棚卸資産の評価基準及び評価方法 

        移動平均法による原価法。但し、半成工事及び未成工事支出金は個別法による原価法。 

 

 

 ２．有価証券の評価基準及び評価方法 

    子会社株式及び関連会社株式        移動平均法による原価法 

    その他有価証券 時価のあるもの    決算日の市場価格等に基づく時価法 

                                          （評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法 

                      により算定） 

                        時価のないもの    移動平均法による原価法 

 

 

３．デリバティブ取引により生じる債権債務の評価基準及び評価法 
時価法 

 

 

 ４．固定資産の減価償却の方法 

  （１）有形固定資産 

          不動産事業に係る建物及び設備は定額法で、それ以外の有形固定資産の減価償却は定率法（但し、築炉 

     事業の有形固定資産のうち、一部のユーザー構内にある装置については定額法）を採用しています。 

          耐用年数については、原則として法人税法所定の耐用年数を採用していますが、窯炉・機械装置及び不動 

     産事業のうちショッピングセンターに係る建物・構築物については、一部会社所定の耐用年数（トンネル窯： 

     法定耐用年数７年を６年、機械装置：法定耐用年数12年を11年及び不動産事業のうちショッピングセン 

     ターに係る建物及び構築物：賃貸契約期間）を採用しています。 

  

 （２）無形固定資産 

            無形固定資産については定額法によっています。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内におけ 

     る利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しています。 

 

  （３）長期前払費用 

            定額法 

 

 

 ５．重要な引当金の計上方法 

  （１）貸倒引当金 

      売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しています。 

 

（２）投資損失引当金 

    関係会社株式の実質価値の低下による損失に備えて、その財政状態等を勘案して計上しています。 

 

（３）賞与引当金 

      従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給対象期間に応じた支給見込額を計上しています。 
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（４）退職給付引当金 

      従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当 

     期末において発生していると認められる額を計上しています。 

            会計基準変更時差異（5,750百万円）については、10年による按分額を販売費及び一般管理費に計上して

     います。また、数理計算上の差異については、10年による定額法で按分した額を発生の翌事業年度より費用 

     処理しています。過去勤務債務については10年による定額法で按分した額を発生年度より処理しています。 

 

 （５）役員退職金引当金 

      役員の退職金支出に充てるため、役員退職金内規に基づき期末要支給額の100％を計上しています。 

 

（６）特別修繕引当金 

  高温焼成トンネル窯の焼成帯部分の取替大修理に備えて、その取替費用を見積りの上４年間で均等に計

上しています。 
なお、対象とする資産の除却方針が確定したため、当事業年度において全額取り崩しています。 

 

（７）製品保証引当金 

      生活空間セラミックス事業部の製品「陶板外壁材」の品質保証に備えるために、実績等を加味した見込額

     を計上しています。 

 

 

 ６．重要なリース取引の処理方法 

    リース物件の所有権が、借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、 

   通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。 

 
 
７．重要なヘッジ会計の方法 
（１）ヘッジ会計の方法 

      繰延ヘッジ処理によっています。 
（２）ヘッジ手段とヘッジ対象 

           ヘッジ手段：為替予約取引、金利スワップ取引 
      ヘッジ対象：外貨建予定取引、借入金 
（３）ヘッジ方針 

      為替予約取引については、外国為替変動リスクをヘッジする目的で実需の範囲内においてのみ 
実施し、収益確保を目的としたディーリングは実施しないこととしています。また、金利スワッ 
プ取引等については、借入金に係る金利コストの引き下げ、もしくは将来予想される調達コスト 
の引き下げを目的とし、実需に伴う取引に限定し投機的な取引は実施しないこととしています。 

（４）ヘッジ有効性評価の方法 
           ヘッジ対象の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動又はキャッシュ・フ

ロー変動の累計との間に高い相関関係があることを認識し有効性の評価としています。 
 

 

 ８．消費税等の会計処理 

    税抜方式を採用しています。 
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Ⅱ 会計方針の変更 
 
 １．貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準 
    当事業年度より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」(企業会計基準第５号平成17年12月 

9日)及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」(企業会計基準適用指針第８号  
平成17年12月9日)を適用しています。 
従来の「資本の部」合計に相当する金額は２５，２０２百万円です。 

    なお、当事業年度末における貸借対照表の純資産の部については、財務諸表等規則の改正に伴い、改正後 
の財務諸表等規則により作成しています。 

 

２．企業結合に係る会計基準等 

    当事業年度から「企業結合に係る会計基準」(企業会計審議会 平成15年10月31日)及び「事業分離等に関

する会計基準」(企業会計基準委員会 平成17年12月27日 企業会計基準第７号)並びに「企業結合会計基準

及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準委員会 平成17年12月27日 企業会計基準適用

指針第10号)を適用しています。 

    これによる損益に与える影響はありません。 

 

 

Ⅲ 注記事項 

 

１．貸借対照表関係 

                          前事業年度        当事業年度 

（１）担保に供している資産 

      有形固定資産                     4,673百万円         5,578百万円 

 

      担保に係る債務    長期借入金    1,730 百万円        1,690 百万円 

                （内、１年以内返 （ 40百万円）      （ 40百万円） 

                 済長期借入金） 

                 短期借入金     950 百万円         950 百万円 

 

   （２）有形固定資産の減価償却累計額           50,802百万円               49,849百万円  

 

（３）保証債務残高 

          債務保証                          697百万円                  743百万円  

 

 （４）債権流動化による遡及義務            

手形譲渡高                  1,701 百万円             2,208 百万円 

 

   

 

（５）関係会社に対する短期金銭債権                 6,447百万円               9,136百万円 

  

（６）関係会社に対する長期金銭債権                 520百万円         97百万円  

 

  （７）関係会社に対する短期金銭債務               3,503百万円         4,181百万円   

 

  （８）貸借対照表に計上した固定資産のほか、リースにより使用している重要な固定資産として、電子計算機など 

    があります。 

 

うち、当事業年度末日満期手形 
455万円を含む。 
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  ２．損益計算書関係                            

                                               前事業年度          当事業年度 

  （１）関係会社との取引高 

    営 業 取 引・売 上 高                 41,629百万円          42,076百万円     

                仕  入  高              28,147  〃             31,545  〃   

        営 業 取 引 以 外 の 取 引 高            1,642  〃               2,146  〃   

 

 

３．株主資本等変動計算書関係 
   （１）自己株式に関する事項 

株式の種類 前事業年度末 増 加 減 少 当事業年度末 
普通株式（株） ４１２，１５９ ４７，４２７ ― ４５９，５８６

    （変動事由の概要） 
     増加数の内訳  

単元未満株式の買取による増加 47,427株 
 
 
  ４．１株当たり情報関係 
 

前事業年度 

(自 平成17年４月１日 

至 平成18年３月31日) 

当事業年度 

(自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日) 

１株当たり純資産額           256円57銭 １株当たり純資産額           288円30銭 

１株当たり当期純利益           19円35銭 １株当たり当期純利益           41円84銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないた

め記載をしていません。 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないた

め記載をしていません。 

 
                                                 以 上 


